
１ 五條市立学校施設等の耐震化状況について 平成２７年４月１日現在 学 校 別 ・ 建 物 種 別 全 棟 数 Ｓ57 年以降 建築の棟数 （新耐震） Ｓ56 年以前 建築の棟数 （旧耐震） 補強の必要がない 建 物 及 び補 強 済 建 物 の 棟 数 耐 震 化 率 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ (Ｂ＋Ｄ)／Ａ 幼 稚 園 １  ０  １  ０  ０％  小学校 校 舎 ２６  １７  ９  ９  １００．０％  体育館 ７  ３  ４  ４  １００．０％  中学校 校 舎 ２４  １５  ９  ８  ９５．８％  体育館 ６  ４  ２  ２  １００．０％  小・中 合計 ６３  ３９  ２４  ２３  ９８．４％  総 合 計 ６４  ３９  ２５  ２３  ９６．８％  ＊ 対象となる建物は非木造の校舎等で２階建以上又は延床面積が２００㎡以上の幼稚園、小・中学校の校舎等です。（ただし、休園、休校は対象外です。） ＊ 棟数については、構造体ごとに計上しています。 
    

    

    

２ 耐震診断結果一覧表について 

 

耐震診断結果については、別添「耐震診断結果一覧表」のとおりですが、昭和５７

年以降の新耐震設計基準で設計された建物及び昭和５６年以前の旧耐震設計基準

で設計された建物のうち、耐震診断の結果、補強の必要がない建物及び耐震補強工

事済みで耐震性能が確保されている建物は記載しておりません。 

 

（１） 耐震診断の種類 

① 耐震化優先度調査 ： 建物の建築年、構造等から第２次診断実施の優先順位

を判断する簡易な判定方法です。    

② 第１次診断 ： 個別の建物の耐震性能を簡略に評価する診断方法です。    

③ 第２次診断 ： 個別の建物の耐震性能を詳細に評価する診断方法です。 

 



（２） 構造区分    

Ｒ： 鉄筋コンクリート造 

Ｓ： 鉄骨造 

 

（３） Ｉｓ値（構造耐震指標） ： 第１次診断または第２次診断の結果、建物の粘り強さ

に形状や経年等を考慮して算出される指標で、その最

小値を表記しています。 

【Ｉｓ値の目安】 

Ｉｓ値 0.3 未満        大規模な地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は

崩壊する危険性が高い 

Ｉｓ値 0.3 以上 0.6 未満  大規模な地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は

崩壊する危険性がある 

Ｉｓ値 0.6 以上        大規模な地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は

崩壊する危険性が低い 

＊ 文部科学省は、Ｉｓ値 0.7 以上を「耐震性がある建物」として取り扱っています。 

＊ 大規模な地震とは、震度 6 強から震度 7 程度の地震を想定しています。 

 

（４） ｑ値（保有水平耐力に係る指標） ： 第２次診断の結果、算出される建物が水

平方向に受ける力に耐えられる力の指標を

表記しています。 

【ｑ値の目安】 

おおむね 1.0 以上を目標としています。 

 

（５） 優先度ランク ： 耐震化優先度調査の結果、５段階に判別された総合的な評価

指標を表記しています。 

【優先度ランクの目安】 

ランク①が最優先に第２次診断を実施すべき建物です。 


